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会員の皆様には、ますます御清栄のこととお喜び申し上げます。「いわて未来づくり機構」は、皆様の御支
援・御協力を賜り、設立より３年目を迎えることができました。
本号では、５月 日に開催された平成 年度第１回ラウンドテーブル及び総会の内容を中心に報告いた

します。
今後とも、機構の活動に御理解と御協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。
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いわて未来づくり機構だより～第８号～

H22第１回ラウンドテーブル

事業報告 H22総会

平成 22 年５月 25 日（火）14 時 30 分から、ホテルメ
トロポリタン盛岡ニューウイングにおいて、平成 22 年
度第１回ラウンドテーブルが開催されました。

先に申し出のあった玉山哲盛岡商工会議副会頭、
元持勝利(社)岩手経済同友会副代表幹事の退任が
承認されました。

  続いて、新メンバーとして、盛岡商工会議所の谷
村邦久副会頭と、岩手県立大学の中村慶久学長が、
承認されました。

その後、前回のラウンドテーブル以降に検討され
た「科学技術による地域イノベーションの創出につい
て(案)」が事務局より示され、内容について協議し、
国に提言することとされました。

これは、地域が戦略的に展開するイノベーション
施策に対して国の支援を求める内容(裏面参照)とな
っています。

総会の第１部では、共同代表である達増岩手県知
事からのあいさつに続いて、総会に先立って開催さ
れたラウンドテーブルにおいて盛岡商工会議所の谷
村邦久副会頭と、岩手県立大学の中村慶久学長のメ
ンバーへの就任が承認されたことが報告され、両氏が
就任のあいさつをしました。

次に、平成 21 年度実績報告(案)及び平成 22 年度
事業計画(案)を岩手大学小野寺教授から説明しまし
た。

さらに、各作業部会の座長から平成 21 年度実績報
告(案)と平成22年度事業計画(案)を説明し、御出席の
皆様から承認いただきました。

第２部として、日本生命保険相互会社特別顧問、北
畑隆生氏より、「人口減少を克服する日本の新成長戦
略と地域の活性化」と題して講演していただきました。

■日本は、中国や韓国にはない裾野産業を大切にし、先端産

業を育てること。そして、安全、安心、本物で勝負すべき。アジ

アの需要は日本の内需と思い、産学官連携を大切にすべき。

なお、平成 21 年度実績報告と平成 22 年度事業計
画は、機構のホームページで御覧いただけます。

「いわて未来づくり機構」は、県内各界、各層の組織の横断的かつ意欲ある を実現し、さらに、各組織の智慧を

結集し、スピード感を持って することにより、地域の総合的な発展を目指す新しいネットワークです。

「参画」 「連携」

「実践」



平成 年６月 日（水）、ラウンドテーブル・総会で

承認された「科学技術による地域イノベーションの創出に

ついて」の国への提言を行いました。

機構からは、岩手大学藤井学長、岩渕理事・副学長、小

野寺教授（地域連携研究センター）、岩手県政策地域部大

平政策監等が、文部科学省磯田研究振興局長、泉科学技

術・学術政策局長、経済産業省産業政策局塚本審議官、産

業技術環境局谷大学連携推進課長に直接提言書を手渡し

ました。

その場では、科学技術による地域イノベーションの重要

性、国と地方との役割分担や今後の施策の方法性等につい

て、意見交換を行うことができました。

国は６月 日に「新成長戦略」を閣議決定し、今後概

算要求に向けて、各省庁でのとりまとめ作業が行われるこ

とから、今回の提言内容が反映されることを期待します。

・国は、科学技術予算の増強と戦略的資金投入を

・国は、幅広い分野で基盤底上げの投資を

・地域イノベーション施策は国の施策で

・地域が主体性を持つことができる施策展開を

要望する具体的な支援施策

・産学官が連携した知的プラットフォームの深化・拡大

・課題解決型・地域資源活用型の研究開発支援

・知財サイクル支援体制の強化支援

・産学官金ネットワークを活用した実用化支援

・コーディネートシステムの構築・強化支援

会員各機関の代表者及び担当者名、メールアドレス等に変更がございましたら、アイーナ事務局の和山・高橋までお知らせ

ください。

電 話： （ 兼用） ：   〒 盛岡市盛岡駅西通

ホームページ 会員用ホームページ

(1) 第2回 9月中旬頃  (会場：岩手県庁)

(2) 第3回 12月下旬頃  (会場：岩手大学)

  平成22年3月17日（水）午後２時から岩手大学で開

催され、地方自治体、NPO、企業等から100名が参加しま

した。

■ 基調講演 岩手大学名誉教授 木村伸男氏

テーマ：「地域力を支える人材の育成 －いわてフロン

ティアスクールの事例を中心として－」

■ 第4作業部会｢人材育成アンケート｣の結果報告

■ パネルディスカッション

テーマ：「地域力を支える人材育成とは」

平成22年3月16日（火）、アイーナキャンパスにお

いて、各作業部会の主催により開催

■ テーマ「岩手ブランドの国内外展開」

■ 参加者 農業、菓子製造業、サービス業の方など約

50名

■ 講 師 ㈱メディアクルーの立柳伸グループマネー

ジャー、㈱ホップス工藤昌代代表取締役

■ 内 容 インターネット通販における手順や課題、

売上アップなどのノウハウなど。

アイーナ３階のいわて希望プラザでは「岩手のモノ紹介
コーナー」として、Ｍ のモノ（商品、技術、
サービスなど）とそのモノに対するこだわりを広く情報発
信しています。

盛岡市菜園に店を構えるオーダーメ
イドのお店（メンズ）
世界に誇れる技術を持つ、

（生地）と （縫製）
に関心を持った店長が、岩手発のオリ
ジナルジャケットを創れないかと考え、生まれたジャケット
です。岩手の自然に合うよう、カジュアルに着られるデザイ
ンになっています。
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■

国への提言

■

■

今後の予定

作業部会の活動

岩手のモノ紹介コーナー

『 ジャケット』

提言の基本的考え方

いわて未来づくり機構 事務局からのお知らせ

岩手大学フェア2010

ラウンドテーブル

① 地域力を支える人材育成シンポジウム

② マーケティングセミナーの開催

    
イー ハト ーヴ

オーダーメイド服飾専門店
【 】６月 23 日（水）～６月 25日（金）、東京銀座の「いわて銀河

プラザ」において開催します。岩手大学の協力により生まれ

た県内企業の製品を展示・販売します。

詳細が決まりましたら、ホームページでお知らせします。

IHATOV

it’s for men

日本ホー
ムスパン 東和プラム

第 弾４


	Page 1
	Page 2

